
 

第６回 埼玉アスレチック・リハビリテーション研究会のご案内 

 

謹啓 盛夏の候、先生方におかれましては、益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

昨年に引き続き、第 6回埼玉アスレチック・リハビリテーション研究会を下記のように開催いたします。 

今年のテーマはスポーツでの障害が大きい「前十字靱帯不全」です。みなさまの奮ってのご参加をお待ちしてい

ます。                                                               敬具 

第 6回埼玉アスレチック・リハビリテーション研究会会長 小林 龍生 

 

1. 日 時  平成 23年 11月 12日（土） 15：40～ （予定） 

2. 会 場  ラフレさいたま 3階 櫻ホール（さいたま市中央区新都心 3-2  TEL：048-600-5505） 

（JR京浜東北線・高崎線・宇都宮線「さいたま新都心」駅下車 徒歩 7分、JR埼京線「北与野」駅下車 徒歩 10分） 

3. 内 容 

  【一般演題】  募集中（下記の「8．一般演題応募方法」をご参照ください。） 

   【シンポジウム】 テーマ 『前十字靭帯損傷の臨床』 

「Model-based image-matching 法によるビデオ解析に基づいた非接触性 ACL 損傷の新たな受傷メ

カニズムの提唱」 

古賀英之（東京医科歯科大学医学部整形外科 大学院医歯学総合研究科軟骨再生学講座 助教） 

「自家組織と人工靱帯を併用した ACL２重束再建術への期待と課題」 

榎本宏之（慶應義塾大学医学部 整形外科 専任講師） 

「ACL再建術後のリハビリテーション ～バスケットボール復帰を中心に～」 

大見頼一（日本鋼管病院 リハビリテーション科 理学療法士） 

「膝前十字靱帯再建術後の血流制限下トレーニングの効果」 

倉持梨恵子（中京大学スポーツ科学部 スポーツ健康学科 講師、早稲田大学スポーツ科学学術

院 非常勤講師） 

  

【特別講演】 題名 『ACL再建術後のリハビリテーションに関する最近の知見』 

遠山 晴一（北海道大学病院リハビリテーション科 診療教授） 

 

4. 参加費      一般 2,000円 学生 1,000円 

5. 定員 200名 

6. 認定単位 

日本整形外科学教育研修会    必須分野番号 2、12   スポーツ単位 

日医認定健康スポーツ医学再研修会（申請中）     

日本リハビリテーション医学会生涯教育単位付与項目（予定） 5単位 

7. 参加申し込み方法 

下記の事務局宛に「埼玉アスレチック・リハビリテーション研究会参加希望」として、電子メールまたは FAXにて 

①～③の事項を記入の上、お申し込みください。 

①氏名（ふりがな） 

②所属施設名・職種 

③連絡先郵便番号・住所・電話番号・メールアドレスあるいは FAX番号 

締め切りは平成 23年 10月 31日です。 

8. 一般演題応募方法 

事務局宛に電子メールにて、①演題名②発表者名③発表者所属先④メールアドレスを記載し応募してください。 

締め切りは平成 23年 10月 1日です。 

埼玉アスレチックリハビリテーション研究会事務局：埼玉医科大学かわごえクリニックリハビリテーション科内 

TEL： 049‐238-8292   FAX： 049‐238-8273 

E-mail：kcreha@saitama-med.ac.jp 

mailto:kcreha@saitama-med.ac.jp

